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長崎 県生 月 島の触 とか くれ キ リシタ ン組 織
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"HiddenChristians"ofIkitsukiIsland
,Nagasaki
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は し が き

村落社会の内部構造や村落間を連ねる社会的結合の構成は村落を白生的個体,村 落群を

自生的地域としてとらえる面 と村落を制度的個体,村 落群を制度的地域としてとらえる面

とのからみを ときほ ぐす中でその起源が明らかにされる.こ の両面がどのような関係にあ

るかは村落社会研究の上でもっとも重要yq:と な り,こ れを解明するためには実態と史料

の分析を通 じて,時 代を遡源す ることが必要である.

本稿では長崎県生月島の行政単位 として存在 した近世の触 とこの地方に現在も残るか く

れキ リシタソの自主的組織の関係を明らかに したい と考えた.か くれキ リシタンに関する

研究は田北耕也1)・ 古野清人2)・ 柴田実3)・ 片岡弥吉4)な ど主 として民族学 ・民俗学やキ

リス ト教史の側面から進められてきた.キ リシタソ史やか くれキ リシタンの宗教儀式や行

事についてはこれらの研究に くわしい.し たがって筆者はこれらの研究を ふ まえ,か つ

1976年 と80年の2回 にわたって行なった臨地調査にもとずいてその中で村落社会組織とし

てのか くれキ リシタン組織の地域的展開に重点をおき,と くにその基礎的単位であるコン

パンヤの内部構成を中心に報告 したいと思 う.

1地 域 概 観

幅700mの 辰 ノ瀬 戸(生 月 瀬 戸)を へ だ て て平 戸 島 の西 北 に 位 置 す る生 月 島(長 崎 県

北 松 浦 郡 生 月 町)は 面 積16.52km2(水 田3.49km2,畑2.45km2,山 林4.18km2,原 野

3.27km2),人 口10,007(1975年),南 北10km,東 西0.4～3.Okmの 細 長 い 島 で あ る.番

岳(286.Om),山 頭(257.9m)を 中 心 とす る中 央 部 の 山 陵 は 西 に 片 寄 り,東 西 両 斜 面 は 著

る し く非 対 称 とな って い る.西 側 は 海 蝕 崖 の み られ る急 斜 面 で 無 住 地 域 で あ る に反 し,東

側 は集 落 の立 地 す る居 住 地 域 で 耕 地 化 され た 緩 斜 面 で あ る.基 盤 で あ る第 三 紀 層 とそれ を

お お う玄 武 岩 質 崩積 層 の 間 に は 地 下 水 が 貯 留 され,海 岸 に 向 って 地 す べ りを 起 してい る.

そ のた め県 営 事業 と して1953年 以 来,地 す べ り防 止 対 策 が 講 ぜ られ て きた5).防 止 指 定 地

区 と して は森 岳(竹)崎 ・里 境 目 ・松 本 ・山 田 ・佳 路 ・有 景 田 ・赤 子 の 各 地 区 が あ り,総

面 積653ha全 島 の39.5%に 及 ん で い る.と くに 松 本 地 区 で は1967年 の 災 害 に ともな い 土
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第1図 生月島の地質と地すべり(安藤武・大久保太治図)

の両村になっていた.生 月島は近世を通 じて壱岐島 ・平戸島 ・大島 ・度島 ・北松浦半島お

よびそれに続 く彼杵郡の一部,東 松浦半島西岸の鷹島 ・福島 ・五島列島の飛地とともに平

戸藩領(77村 →76村,63,200→61,700石)で あった.1890年 には生月 ・山田両村が合併 し

て明治行政村としての生月村が成立 し,1940年,町 制を施行して今日に至っている.

集落は農業集落としての在と漁業集落としての浦に分かれる.か くれキ リシタソは在に

多 く分布 し,在 から移転 したものお よび未組織のものを除いて浦にはほとんどみ られない.

浦では文化 ・文政から弘化 ・嘉永(19世 紀前半)に かけて益富捕鯨によって知 られる捕鯨

業が盛んであった8).在 と浦 との戸数は4:6(910戸:1,361戸<1976>)の 割合を示 し,

一部浦 と館浦はともに この島の中心集落でもある.人 口の産業別をみれぽ第1次 産業61.5

%(農 林業23.4%,漁 業38.1%)第2次 産業12.1,第3次 産業26.4%(1975年)と なっ

ているが,在 と浦 との分業が顕著である.漁 業は沿岸漁業か ら遠洋漁業に転換し,雇 傭力

を増 したため漁業人 口が増加の傾向にある.

ンであったから領民の大部分はキ リ

ス ト教信者 となった.サ ンフェリペ

事件(慶 長元年<1596>)に 端を発

して揺動する禁教体制の中にあって

慶長4年(1599),一 一部正治 ・籠手

田安一がともにこの島を追われた.

しかしながら領主によってともされ

た信仰のともしびは消}る ことなく

領民は迫害を受けなが ら信仰を守 り,

潜伏 して明治に至った.

元禄12年(1699)の 『生属島絵図』

によれば本島は一部村393石,生 属

村1217石(う ち枝郷821石 く山田〉)

の両村に分けられ,生 属村には一部

浦と館浦を含んでいた7).そ の後,

組替えが行なわれ,近 世末には生属

村1693.873石(元 禄時代の一部村と

生属村本郷・一一部浦)と 山田1226.350

石(元 禄時代の生属村枝郷 ・館浦)
た くしま
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2触 と地 域集 団

触は藩政村の下位の行政単位で名称の由来に関 しては諸説がある9).平 戸藩固有の触の

呼称も今 日では生月島と壱岐島に限られている.壱 岐島では22の 藩政村に含まれ る合計99

の触があってその領域は今 日も行政区域として踏襲されている10).し か しなが ら本島では

過去のことは明らかでないが,壱 岐島のように区域を示さず集落単位の呼称となっている.
しようで

触 としては竹(岳)崎 触 ・森触 ・堺 目触 ・元触 ・正田触 ・馬場触 ・本触の7集 落のほかに

御崎集落がある.『 延喜式』に肥前の牧の一つとして記されている生属の馬牧は ここにあ

った と伝}ら れ,捕 鯨業の盛んな時代に竹崎触 ・森触 ・堺目触 ・元触の入植者によって成
さすがしら

立 した開拓集落である.各 触には庄屋に隷属し,こ れを補佐する籾頭と呼ばれる村役が一

名ずつ置かれた11).「 郡方仕置帳,寛 政7年(1795)」(『 平戸藩法令規式集成』)に 「於郡

方高百石弐百石又三百石免を分 ケ,田 畑作受持候ものは上中下之無差別,一 免限 二組頭初

頭を定置,年 貢其外諸懸 り物取立万事申触,裁 判為仕候御作法二候間,初 頭申付候者は人

品者勿論物毎詳 二行届候者を撰申付,村 柄茂立直 り候様可取計事」 と籾頭の役割が規定さ

れている12).平 戸藩では藩政村の うちの免単位に知行地が分散化され,免 は事実上の村落

共同体の申核であり,村 は単なる行政村に過ぎなか弓た13).大 字名として今 日i地 籍に残

る一部免 ・里免 ・山田免 ・南免がこの制度 とどのように関係するかは明らかでないが,触

に対 して免は属地的呼称 となっている.各 触はそれぞれさらに組に分けられ,次 のように

なっている.
しゆうじ はつ む だ

竹崎触一宇瀬 ・種子 ・初牟田(新 村)

森 触一大久保 ・馬場 ・森
したぐみ うわぐみ

堺 目触 一 下 組 ・代 作 ・仁 世 ・上 組
こ ば

元 触一辻 ・上川 ・木場(上 木場 ・下木場)

なお正田触 ・馬場触 ・本触については組分けがない.さ らにこれらを整理 ・改変して今日,

第1表

元禄 近世末 触 と浦 組 集時
代
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表 中 の1～10,a～mは 第2図 の1～10,a～mを 示 す 。
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集落名として竹崎触の初牟田と森触の大久保を合せて大久保(そ の他は竹崎と森),元 触

の辻 と上川を合せて里の呼称がある.さ らに正田触 と馬場触を組替えて正和 ・日草とし,

本触のみを山田と呼んでいる.

生月島の集落を連らねる自生的地域としての社会集団では近世の一部村 と生属村の別,

生属村 と山田村の別のそれぞれの制度的地域との一致,累 積がみ られる.氏 子集団をみる

時,森 触に鎖座する白山神社の氏子),rは竹崎触 ・森触を加えて御崎の両触出身者,そ れに
/実 〉 ・ 一.部浦を含み0部 浦に鎮座す

る住吉神社の氏子には堺 目触

・元触に加えて御崎の両触出

身者を含んでいる.さ らに馬

場触)r鎮 座する豊玉比売神社

の氏子には近世の山田村全体

(正田触 ・馬場触 ・本触 ・館

浦)を 含んでいる.そ のほか

別に正田触のみの氏神として

天満神社がある.ま た生月島

は牧牛が益んであったから御

崎の北之平 ・花火瀬の牧草地

は五か触山(御 崎 ・竹崎触 ・

森触 ・堺 目触 ・元触)と 呼ば

一一 ・・一一 元禄時代の村域 れる近世の生属村の入会地で

一一 ・一 ・一 近 世末 の村 域

氏子 集 団

墓郷 集 団

⑧ 口
触 組 浦

第2図 生月島の地域集団
がた

方(御 崎 ・竹 崎 触 ・森 触 ・堺 目触 ・元 触 ・・0部浦)

あ り,西 海岸の道畔 ・松尾の

牧草地は近世の山田村の入会

地である.墓 地は触 ・浦をそ

れぞれ単位 とするなかで前目

墓地(堺 目)を め ぐる竹崎触

・森触 ・堺 目触は墓郷集団を

形成 している.こ のように生
かみ

月島の社会集団の枠組には上
しもがた

と下方(正 田触 ・馬場触 ・本触 ・館浦)

の両分性が認められ,歴 史的地域の継承 とみなすことができる.こ のことは上方に壱岐託

が残るといった方言の多少の相違や思考過程の行き違いなどともか らみ今だに統合できな

い組織のあることと全 く無関係ではないように思われる.

3か くれキリシタンの特質

ふる

か くれ キ リシ タ ンに 古 キ リシ タ ソ,旧 キ リシ タ ン,昔 キ リシ タ ソ,「 は なれ 」 な ど とい
そと め

われ,生 月島のほか平戸島 ・西彼杵半島西岸(外 海)そ れに五島列島に分布する.こ れ ら

は生月島 ・平戸島と外海 ・五島の2系 統に分けられ,両 者は信仰対象,信 仰組織,儀 礼な

どの点でおのおの独自性を有 している14).苛 烈な迫害の中にあって潜伏 しなが ら信仰を持

続することはきわめて困難なことで強固な組織によってそれがは じめて可能であった.キ

リシタン禁制を背景としながらこのようにひそかに信仰が守られてきたことは世界にも例

を見ないとされる.外 見上,信 仰をカモフラ・一一ジするために彼等は神社の氏子とな り,寺



38 奈 良 大 学 紀 要 第9号

院の檀徒 とな り,民 間信仰をとり入れながらキ リス ト教を信仰し続けた15).い くつかの宗

教的信念と行事 とが習合 し混成 した複雑な信仰形態をシンクレチズム(Syncretism)と い

う16).も ちろんその中心がカ トリシズムであることはい うまでもないが,彼 等は同信でな

い外来者を 「エレンジヤ(モ ソ)」または 「ヨレンジヤモソ」,キ リシタンを信じない者を

「レソチョ」 と呼び,自 己の集団を他と戯然と区別 してきた17).時 代が経過する中でその

信仰は次第に変質してやがてカモフラージが本質となり,明 治になってカ トリシズムその

ものを受け入れて教会に復帰することがもはやできないまでになっていた.田 北耕也が明

らかにしたようにか くれキ リシタンのオラシヨ(祈 薦書)が 今日,「 もんじやもんじや」 ・

「ものもの」として彼等自身理解できないまでに変形 していることによっても明らかであ

る18).現在,わ ずかに一部に16戸,山 田に49戸 のカ トリック信者がいるだけであるが,こ

れらは明治初年の布教によって改宗したものでこのようなことはむしろ特異な事例に属し,

その後は増加していない.む しろか くれキ リシタンとカ トリックの間に生 じた対立はか く

れキ リシタンがキ リス ト教とは異質の相容れない宗教になっていたことを物語っている.

か くれキ リシタソが混成教化したことは諸藩の治安維持にとって好都合であ り,こ の宗

教をキ リシタン禁制の外に置 くことができのではないかとも考}ら れる.日 本の社会その

ものは宗教に対して寛大な一面をもっている.キ リシタンの嫌疑に際しても藩自体,外 顕

することをはばかってこれを黙殺 しようとした.姉 崎正治が 「徳川のキ リシタン法度の如

く周密に行はれた禁断でも,や は り隙間はあったので,各 藩によって寛厳の別もあれば時

の事情と有司の心理とによって,必 ず しも一律に周密に又不断に穿墾が行われなかったの

である.外 海の一部や五島などには,有 司が見て見ぬふ りをして居た所もあり,仏 寺の和

尚すら,表 面監視の形式を行って深入 しなかった所 もあった.」 と述べていることは生月

島の場合にもあてはまることであろう19).徒侍に語源があるといわれる 「カヅツ・-20)」は

彼等を監視するために平戸か ら派遣された存在であったが,長 年にわたる禁教下でこの島

にキ リシタソの発覚が17世 紀半ば以後起 らなかったのはこのようなことが背景にあったと

しか考えられない.

4か くれキ リシタンの組織

九州西北部のか くれキリシタンの戸数については明らかでないが,も っとも数が多く組織

化されているのは生月島であるといわれる.今 回の調査によって生月島全体で387戸 の組

第2表 触別 キ リシタ ンの推移

崎

触

触

触
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触

崎竹

目

田

場

計

御

森

堺

元

正

馬

本

(a)田 北耕也調査
(昭和初年)
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5
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(c)今 回 の 調 査(
1976年)
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4

9

4

7

0

4

8

6

1
↓
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↓

¶⊥
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7
8
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(a)-v(c)

コ ンノマ

ン ヤ数

2

2

8

0

6

5

6

92

キ リシタン

戸 数

14

28

108

9

6

12

6

183

織 化 さ れ た か くれ キ リシ タ ンを 得 た.こ れ は全 戸 数 の17.0%に あ た り,浦 に は ほ とん どみ
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られ ず 在 のみ では 全 戸 数 の41.4%が か くれ キ リシ タ ンで あ る.昭 和 初 年 の 田 北 耕 也 の 調

査21)に よ る570戸 に 比 して32.1%の 減,1956年 の古 野 清 人 の調 査22)に よる437戸 に 比 し て

11.4%の 減 で あ る.も っ と も減 少 が 顕 著 な の は堺 目触,逆 に あ ま り減 少 して い な い のが 元

触 で あ る.ま た 全 戸 数 に 対 して キ リシ タ ンの戸 数 の 比 率 が 高 い の は 竹 崎 の56.4%,元 触 の

53.3%(里 のみ では64.9%),御 崎 の50.0%と な っ て い る.最 近 の 傾 向 と して 減 少 に や や

第3表 集落別 キ リシタ ン戸数

御

竹

大

堺

元

正

日

山

館

森

里

久

部

計

崎

崎

保

浦

目

触

和

草

田

浦

世 帯 数
(1976年)

86

78

66

60

678

187

74

91

85

69

114

683

2,271

キ リシタン戸数
(1976年)

3

4

1

2

0

2

8

0

3

1

3

0

7

4

4

3

2

1

6

4

4

3

1

4

83

キ リシタンの

割 合(%)

50.0

56.4

47.0

36.7

1.5

33.2

64.9

44.0

38.8

15.9

37.7

0.0

17.0

農 家 率

(1970年)(%)

59.8

63.3

72.5

67.1

(o.o)

57.6

84.6

66.7

71.4

42.4

47.5

(5.0)

漁 家 率

(1970年)(%)

30.4

44.3

40.5

19.2

(54.3)

4.5

9.0

6.1

50.0

10.9

43.3

(67.3)

()以 外は農業集落調査による

歯どめがかかっているとはいえ世代の交替による無関心さと経費負担の重荷によって組織

の維持が次第に困難にな りつつあることはたしかである.

触または組を単位とするキリシタン組織の中心になる家を 「つもと23)」「お宿」 と呼び,

その主人である 「ご番役」(ご 番主 ・お とつさま)は 「納戸神」(う ちないの神)を 祀つ

て神父の役割を果 している.「 ご番役」には世襲 ・固定 ・交替の3形 態があ り,竹 崎触 ・

森触では世襲制,堺 目触では固定制,元 触 ・正田触 ・馬場触 ・本触では交替制をとってい

る24).竹 崎触 ・森触の 「つもと」は大岡(宇 瀬)・ 平田(大 久保)・ 川崎(馬 場)・ 増山

(馬場)・ 小川(堺 目触)で このほか,昭 和初年まで宇瀬に田元つもとがあったが,田 平

町に転居したため川崎つもとに合併された.こ れ らの 「つもと」は大岡つもとを除き,い

ずれ も移転 していると考えられ,復 原すれぽ次のとお りになる.

大岡つもと

川崎つもと

田元つもと

増山つ もと

小川つもと

平田つもと

宇瀬(竹 崎触)

種子(竹 崎触)

大岡または川崎の分派か,不 明

大久保(森 触)

、奪葛場(森 角虫)

森(森 触)
うわやど

すなわち触の下位の組 ごとに 「つもと」が置かれていた ことになる.堺 目触では上宿 ・
なかやど したやど

中 宿 ・下 宿 の 「お 宿 」 は今 日,い ず れ も下 組 に あ るが,そ れ ぞれ 上 組(上 組 ・仁 世)・ 中

組(代 作)・ 下 組 に結 びつ く もの で あ った と考 え られ る.元 触 で は 「つ も と」 は辻 ・上 川

・木 場 の組 ご とに,正 田触 で は4,馬 場 触 で は3,本 触 では4の それ ぞ れ 「つ も と」 が置

れ てい る.こ の よ う),r「つ も と」(お 宿)は 触 また は 組 の範 囲 内に 完 結 し,組 織 が で きて
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以来,触 ・組と一体であったことを物語っている.も ちろん移転 ・分家な どに よって隣接

の触 ・組あるいは浦に及ぶこともあったが,原 初的には広 く地縁的関係によって結ばれた

組織であった.「 つもと」を中心にその触への集中率(御 崎集落のキ リシタソを除 く)を

みると本触がもっとも高 くて100%,堺 目触 ・元触 ・正田触がともに97%,馬 場触93%で

北部の竹崎触77%と 森触59%の 間には相互の入組みがみ られる.

「ご番役」の上に位する 「授け役」(爺 役25))は 「お じさま」 ・「おじい」 と称され,

洗礼を行ない,司 教の役割を果たすが,組 織の実体的存在ではない.「 授け役」は竹崎触

・森触を通じて2人 ,堺 目触に1人,元 触の組ごとに1人 ずつ,正 田触 ・馬場触 ・本触に

それぞれ1人 がいる.「 つもと」の下には後述するい くつかのコソバソヤ(小 組 ・お札仲

間)の 集団が含まれ,「 組宿」の主人は 「み弟子」(組 親)と 呼ばれ,す べて交替制でこ

こでは 「ごぜんさま」 とい う 「お札」を預っている26).こ のような 「授け役」・「ご番役」

・ 「み弟子」さらに一般信徒 と続 く組織的集団は御支配の意味をもつ といわれる 「こしな
かきうち

い」(ご っしや ・垣内 ・かけ うち ・組内)の 言葉によって総称されている.こ のような組

織が真にカ トリック的なものか,そ れ とも日本的なものかの問題は柴田実によってとりあ

げられてきた.か くれキリシタソの組織およびその中で行われている行事が宮座 と類似 し,

これをわが国固有の習俗にもとず くとし,民 族固有の信仰の生命の故ではないか とした氏

の指摘は興味深い27).

5コ ンパンヤの組織

か くれキリシタンの組織の中でコソバソヤのそれがもっとも基本的である.今 回の調査

によっ生月島全体でコソバソヤ数76を 得た.田 北耕也の調査28)による105に 比 して29の 減,

古野清人の調査29)による81に比 して5の 減である.コ ソパンヤの数が減少するとい うこと

はコソバソヤに含まれる全戸の離脱による場合もあるが,戸 数の減少にともな うコソパン

ヤの併合によることもある.「 つもと」単位でみると堺 目触の下宿や元触の辻組のように

7コ ソパンヤを含むものから堺目触(も と森触)の 小川つもとのように今日では1コ ンパ

ソヤを含むにすぎないものまである.ま たそれぞれのコソバソヤを構成する戸数にも差が

あって1コ ンパソヤが含む戸数は平均5.1と なっている.も っとも大きいのは御崎の堺目

触下宿に属する12戸 であるが,正 田触 ・馬場触では3戸 程度の小さなものが多い.

前述 もした ように北端に位置する御崎は今 日も 「一部なわ り」 ・「堺目なわ り」と呼ぶ

各触の出身者が入会う開拓集落であるためコソバソヤの構成も複雑である.す なわち平田

つ もと(森 触)に 属する7戸,堺 目触の上宿に属する7戸,中 宿に属する8戸,下 宿に属

する12戸がそれぞれ独立 した コソパンヤを構i成している.い っぽう元触の出身者は辻組の

6コ ソパ ンヤに合計9戸 がそれぞれ1～2戸 ずつ属 している.御 崎は奥 ・目瀬 ・山頭 ・多

奈田の4地 区に分け られ,う ち主 として奥と目瀬が上組 ・山頭と多奈田が下組にまとめら

れてこれが近隣集団を形成 し,墓 地は全体が東山頭墓地を共有 している.か くれキ リシタ

ン組織はこれ らの地区 とは全 く無関係で氏子関係とともにそれぞれ本村 との結びつき,帰

郷意識の強さを物語っている.平 田つもとは主として目瀬の西半,上 宿は主 として奥,中

宿は主として山頭の西半,下 宿は主 として多奈田の東半,辻 は主として多奈田の西半にそ

れぞれ集中 しているが,相 互にかな り交錯 している.こ のほか御崎にはかつて中宿に属 し

たコソバソヤ(6戸)と 大岡つもと(竹 崎触)に 属 したコンパソヤ(9戸)が 別に存在 し

ていた.前 者は奥か ら山頭にかけて後者は奥から目瀬にかけてそれぞれ分 布 し,前 者 は

1960年,後 者は1965年 ともに経費の負担に耐えられず解体した.ま たこれら御崎のコンパ
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第5表 コンパ ンヤの規模

戸 数 コンパ ンヤ数 戸 数 計

3

4
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7
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計
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6
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4
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1

6

1

1

1

1

7

48

64

70

96

56

32

9

12

387

ソヤはいずれも本村に対 して従属的立場にある.

例えば平田つもとや堺 目触の上宿 ・中宿 ・下宿に

それぞれ属する 「み弟子」は先役 ・2番 役にはな

ることができず3番 役までであることや辻組に属

する各戸は 「み弟子」になることがないなどの慣

習にそのことが示されている.

コソバソヤを構成する各戸は地域的に分散して

いるよう),rもまた集中しているようにもみえる.

コンパソヤそのものが何を基準 として形成された

かの問題は今 日,ま だ明らかにされていない.布

教に際してキ リシタンが組織 した組または講の制

度が彼等の信仰を充実させ持続させるのに重要な

0一 ○

⑭

図
㎝む

ヱ

ー0

森触のつ もとに

属す るキ リシタン

堺 目触のつもとに

属す るキ リシタン

元触のっもとに
属するキリシタン

竹崎触のつ もとに

属 した もとキ リシタン

堺 目触のつもとに

属 した もとキリシタン

× キリシタン以外

符号はコンパ ンヤ組織 を

を示す

第4図 御崎 のキ リシタン組織

役 割 を 演 じた こ とは 見 逃 せ な い と の指 摘 が あ る30).元 和4年(1618),ポ ル トガル の 宣 教

師 パ ーデ レ ・ジ ェ ロ ニモ ・ロ ドリゲ スP.JeronymoRodriguezが マ カオ で 完 成 した 文 書

に よれ ば 当 時,日 本 の 「サ ン タマ リヤの 御 組 」 は 小 組 に約50人 の 男 子 を 含 み,そ の 妻 子 が

これ に加 わ り,い くつ か の 小 組 が 一一し よに な っ て約500人 な い し600人 か らな る大 組 を つ く

り,さ らに大 き な地 方 で は すべ て の 大 組 を0ま とめ に して親 組 を構 成 し,そ の ほ か 組 に は

慈 悲 役(Ji丘yacu)が い た とい う31?.組 を ポ ル トガ ル語 の コ ンパ ニア(Conpanhia),コ ン フ
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ラリァ(Confraria)に よって呼び,こ れが コソバ ソヤの言葉をつくり出したと考えるなら

ぽこの組織が形を変えなが ら現在のか くれキ リシタンの宗団組織につながる可能性が強い.

コソバ ソヤの起源を近世の五人組制度にもとめる考え方もあるが32),生 月島には一綴の五

人組帳も残っていないのでこれを確認することができない.五 人組制度に先行するすでに

実体 としてあったキ リシタンの組にコソパンヤの起源をもとめるほ うがむ しろ妥当であろ

う.ま たこうい う見方 もある.キ リシタソ発展の時代に組織化された組は弾圧によって潜

伏せざるを得ず,そ の結果秘密結社 として組の再編成を迫られ,む しろ地域的に分散する

ことによって監視の眼をくらまそうとしたとするものである.今 日のコンパ ンヤを構成す

る各戸が一見分散 し,そ れぞれのコソパンヤが交錯しているのはそのためだとする33).古

野清人もコソバソヤは原則として地縁にも血縁にもよらない祭祀団体でコソパンヤ内の世

帯は必ず しも隣接 していないことを指摘している34).以 上の問題点を本稿によって一挙に

解決することは容易なことではないが,可 能な限 り復原することによってコソバソヤ組織

成立の起源をたどることができないであろうかと考えた.

正田触 ・馬場触 ・本触),rY`.例をとって現時点で可能な限 り家の移転状況を明らかにしたの

が第5図a～cで ある.正 田触は

4「つもと」,10コ ンパンヤ,馬 場

触は3「つもと」,4コ ンパソヤ,

本触は4「つもと」,8コ ソバソヤ

に よって構成されている.各 触の
〆``ズ 魂 それぞれの

つもとを構成する各戸

麓》鞭 ㌫ 聯 辮聯ll

館ダ 雛灘 讐
浦 浦 触 われる.こ れ らを含めて移転以前

の分布をもとに して復原すると次
a正 田 触

のとお りになる.正 田触ではA～

本触

馬 場0●●''"●・%
・..

面0'・%

z図 隔図 ●
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c本 触

ロ キリシタン含騎 ヤを示す
コ

他の触から移転 した■キ リ シ タン

ロ カトリック

図 仏 教

[懲 繧 在地

"一 一う 移 転

一→ 分 家

サ… → 姻戚関係

第5図 山 田在の キ リシタン組織 と家屋移転

Cグ ループは三軒屋から八軒村 ・植松部落にかけての地区,A,～C,グ ループは八軒村か

ら村中にかけての地区,A"～C"グ ループは植松部落から村中にかけての地区A",は 飛

石地区に集中する.本 触ではAは 平から佳路にかけての地区,A,B,グ ループは客屋地区,

A,,B,,グ ル・一一プは前田から平),rかけての地区,A",B,"グ ループは岳出から平にかけての

地区に集中する.馬 場触は移動がみられずAは 馬場地区,A,B,グ ル・一一プはハ ドコロから

日草にかけての地区A"は カスバへを中心に集中 している.も っとも明治以前の移動が明

らかにできないためこれ以上のことがわか らないが,集 団からとび離れて所在する家も過

去の時代に何らかの理由によって移転 したことがわかればこの問題は解決に向 うかもしれ

ない.な おカ トリックを信仰する集団が山田教会を中心にして馬場触から本触にかけて分

布する.こ れらもかつては当然それぞれの 「っもと」に属 し,コ ンパンヤを構成していた

はずである.こ のようにみて くると__..見分散 しているようにみえるそれぞれのコンパンヤ

の構成もかな り集中し隣接して集団を形成 した形で復原できることになる.こ のほか堺目

触や元触の例からも移転をもたらした要因の一つが地すべ りであることは注目される.全

島にわたって地すべ りが進行 した生月島でコソパ ンヤの交錯が主 としてこのために生 じた

であろ うとする考え方もな りたつように思える.正 田触 ・馬場触 ・本触では分家すれば組

織的集団には加われず,こ のことがキリシタンの減少を招 くことにもつながっている.北

部の一部在では分家しても集団内にとどまる例があるが,山 田在ではこのことがきびしく

守られてお り,む しろこの方が原初的形態に近い と考えられ る.こ の意味においてか くれ

キ リシタン組織は一統の結びつきを前提とする血縁的集団ではないとする考え方が有力で
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あ る.

む す び

(1)か くれキ リシタン組織の単位である 「つもと」(お 宿)は 触および触の下位の組 ごと

にその範囲に完結 し,組 織の成立以来触 ・組 と一体であったと考えられる.

(2)在 に多いか くれキ リシタソは漸減傾向を示していて世代の交替による無関心さと経費

負担に耐x..られないことなどによって組織の維持が次第に困難になりつつある.

(3)コ ソバソヤを構成する各戸は地域的にかな り分散 し交錯 している.し かし家の移動を

復原することによってこれを地縁的集団としてとらえることができそうである.

(4)こ の集団形成の基準が何であるかを明らかにすることは容易でないが,禁 教以前の組

例えば 「サソタマ リヤの御組」が形を変}な が ら現在の組織につながったとする考え方

が有力である.

(5)開 拓集落である御崎は各触の入会によって成立 した集落であるためか くれキ リシタソ

の組織では本村への帰郷意識が強 くまた本村に対 して従属的立場にある.

(6)家 の移動をもたらした要因の一つが地すべ りである.地 すべ りが全島の39.5%に 及ぶ

この島の集落立地がきわめて制約されたものであることを物語っている.
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の もとに集 って札 を戴 く.田 北 耕也は コンパ ンヤが ロザ リオの祈 りのための講 社であ った ことを

確 認 させ る有力 な資料 であ ると述べてい る.

27.柴 田実:生 月 の旧キ リシタ ン,京 都大学平 戸学 術調査団,平 戸学術調査報告,1951,p.163～4.

28.18に 同 じ

29.16に 同 じ

30.古 野清人:「 隠れ キ リシタン」1966,p.37～8.

31.JosephSchiittesJ,柳 谷武夫訳:二 つ の古文書 に現はれた る日本初期キ リシタン時代 に於 ける

「さんたま りやの御組 」の組 織について,キ リシタ ン研究第2集,1944,こ の ことについては姉

崎正 治が紹 介 してい る.

32.

33.

34.

35.

付

片 岡弥吉 は五人組 の名残 りではないか とも思われ ると して いる.

調査 に際 して このよ うな考 え方 のかな りあ ることを知 った.

30に 同 じp.148.

5① に同 じ

記

本 稿は歴 史地理学会(1977年 第20回 大会)で 発表 したものをその後,訂 正 加除 した ものであ る.本

稿 作成 にあた って ご協力,ご 助言を賜 った生月町長近藤儀左衛 門,生 月 町教育長石田安0両 氏,さ ら

に調 査にご便 宜をお与え下 さった生月町山 田農業協同組合参事富 田栄氏 に心 か ら謝意を表す る次第で

ある.

Summary

The"HiddenChristians"aretobefoundinthenorth-westofKyushu ,i,e.,Ikitsuki

Island,HiradoIsland,thewestcoastofNishisonogiPeninsula(Sotome),andGoto

Islands.Graduallythenumberofsuch"HiddenChristians"isdiminishing .Two

reasonsaregivenforthis;one,indifferenceonthepartoftheyoungergeneration;two ,

thefinancialexpenseinvolvedinbelongingtosuchanorganization.

The"FureCommunes"ismadeupofvarioussmallergroups.TheCentreofthe
"FureCom munes"orgroupisthe"Tsumoto".Theareaofthe"Fure"orgroupis

thesameasthatoftheparishofthe"Tsumoto".Withinthe"Tsumoto"arevarious

"Kompanya -companhia" .Thehomesbelongingtothesedifferent"Kompanya"are

allmixedtogether-theyarenotseparatedintodifferentgeographicalregions.Originally
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theywereallseparatedaccordingtowhat"Kompanya"theybelongedto.Land-

slidesareonereasongivenforthesepeoplemovingtheirhometootherregions.There

havebeenrepeatedlandslidesforhundredsofyearsover39.5%ofIkitsukiIsland.

Thisexplainswhythe"Kompanya"havebecomemixedtogetherastheyaretoday.


